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教育委員会 

 

第１ 監査の概要 

 １ 監査の種類    定期監査及び行政監査 

 ２ 監査対象     教育委員会（小中学校除く） 

 ３ 事前調査期間   平成３０年１０月 １日から平成３０年１０月１６日まで 

 ４ 監査期間     平成３０年１１月 ８日から平成３０年１１月１４日まで 

 ５ 監査対象年度   平成２９年度 

 ６ 監査対象事項   財務事務等 

 ７ 監査方法     財務事務等が法令等に基づき適正かつ効率的に行われているかなどに重

点をおいて、関係帳簿・書類の抽出調査、実査及び監査資料に基づく質問

により行った。 

 

第２ 監査対象の概要 

   教育委員会９課等（中間組織は所管する所属に含める）の主な業務内容及び職員数（平成

３０年１０月１日現在）は、次のとおりである。 

 【教育総務課】 

    教育委員会の会議、主要事業の企画調査、予算・事務の調整、市費支弁職員の人事・給

与・福利厚生・服務・研修、嘱託の委嘱・解嘱、職員の服務・研修、規則・諸規程の制定

改廃、議会の議決を経るべき議案、文書事務・公印管守、補助執行、通学区域の設定・変

更、学校運営の指導助言、広報・統計、教育行政に関する相談、私立学校の助成、四日市

市奨学会、小菅科学教育振興基金に関する業務等を所掌する。 

                              （職員１４名、嘱託職員１名） 

【教育施設課】 

    教育財産の取得・管理・貸借、学校施設の国の負担、教育施設の調査・計画、教育施

設・設備の整備・補修に関する業務等を所掌する。 

                                     （職員１３名） 

【社会教育課】 

    文化財の調査・研究・保存・活用・資料収集・保存施設、市指定文化財の指定・解除・

管理、文化財保護審議会、国・県指定文化財の管理、その他文化財の保護、社会教育委員、

学校施設開放、その他社会教育に関する業務等を所掌する。 

（職員７名、再任用職員１名、嘱託職員４名） 

【図書館】 

図書館運営の企画調整、施設・設備の維持管理、図書管理システムの管理運営、図書館

資料の収集計画・統計・収集・整備、図書館協議会、広報、展示、資料の利用、自動車文

庫、相談事務、資料の複写、利用者の秩序維持、資料の選択・整理・保管、講座・行事、

ボランティア団体、利用統計、図書館奉仕に関する業務、文書の収受、発送・保存・公印
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の管守等を所掌する。 

（職員８名、嘱託職員９名） 

【博物館】 

    博物館事業の調整・運営、調査・統計・報告、博物館協議会、施設の維持管理・館内の

秩序維持、施設の使用許可、観覧券の発売・入館者の受付・案内等、楠歴史民俗資料館、

特別展示の企画・開催、常設展示・特別展示の利用者への説明・指導等、博物館資料の収

集・保管・展示・貸出し・利用、博物館資料の調査研究・報告書の刊行頒布等、講演会・

講習会・研究会等の開催、博物館資料の購入・受贈・受託、博物館の広報、プラネタリウ

ムの映写・天体観測、天文知識の普及・啓発、天文資料の収集・保管・展示・調査研究、

移動天文車に関する業務等を所掌する。 

                              （職員１２名、嘱託職員５名） 

 【学校教育課】 

    市立小学校・中学校の運営管理、就学、学校運営に係る経費の計画・運用、市立小学

校・中学校等の就学援助・特別支援教育就学奨励、学校の組織、教職員の人事・免許・服

務、学校の保健衛生、学校医・学校歯科医・学校薬剤師、独立行政法人日本スポーツ振興

センター、学校給食、学校保健会の育成助言に関する業務等を所掌する。 

                              （職員１７名、嘱託職員３名） 

【人権・同和教育課】 

    学校人権・同和教育に関する計画・立案・評価、学校人権・同和教育の推進、学校人

権・同和教育に係る関係機関・団体等との連絡調整に関する業務等を所掌する。 

                              （職員１１名、嘱託職員４名） 

【指導課】 

    学校教育の指導助言、教育課程、教科書その他教材の取扱、教育指導に関する資料の作

成・刊行、生徒指導に係る指導助言・調査・報告・相談業務・保護矯正機関との連絡調整、

児童・生徒の非行化防止事業に関する業務等を所掌する。  

 （職員１６名、嘱託職員３名、英語指導員１３名） 

【教育支援課】 

    教育関係職員の研修、教育用コンピュータ機器の整備・運用支援、教育課題に係る調

査・研究、三泗教育研修運営委員会、就学支援・特別支援教育、教育相談、不登校児童生

徒の適応指導、教育センター・視聴覚センター、その他教育に関する調査・研究・研修に

関する業務等を所掌する。 

                                （職員２２名、嘱託職員４名） 

 

第３ 監査結果 

   財務に関する事務の執行及び事務事業の執行並びに行政監査として時間外勤務の状況、業務

執行上懸案となっている事項、内部事務管理と内部牽制体制の構築状況、許認可等の事務の状

況について監査の結果、次の指摘事項及び意見のとおり、是正又は改善を要するものなどが見

受けられた。今後の事務執行にあたっては、これらに十分留意するとともに、その措置を講じ

るよう要望する。 

   なお、措置を講じたときは、遅滞なく報告されたい。 
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 １ 指摘事項 

 

 ＜各課共通事項＞ 

 （１）支出事務について 

    次のとおり不適切な事例が見受けられた。不備のない適切な事務処理を行うこと。 

  ア 支出命令書において、請求日の記載誤り。 

   上記対象課～【学校教育課】【人権・同和教育課】 

  イ 支出命令書において、検査検収日の記載誤り。 

   上記対象課～【教育総務課】【図書館】 

（２）文書管理について 

   起案文書及び回議付せんにおいて、決裁日の記載漏れが見受けられた。不備のない適切な事

務処理を行うこと。 

   上記対象課～【教育総務課】【教育施設課】【学校教育課】 

  

＜各課個別事項＞ 

【教育総務課】 

（１）物品管理について 

    寄贈品の実査記録において、確認日の記載漏れが見受けられた。不備のない適切な事務処

理を行うこと。 

 

【教育施設課】 

（１）契約事務について 

工事請負契約の請書において、貼付された印紙が消されていなかった。不備のない適切な

事務処理を行うこと。 

(２）文書管理について 

     次のとおり不適切な事例が見受けられた。不備のない適切な事務処理を行うこと。 

ア 回議付せんにおいて、文書取扱主任の押印漏れ。 

イ 起案文書において、担当者印による訂正。 

 

【社会教育課】 

（１）寄贈品の管理について 

    寄贈品台帳と現品との照合記録が残されていなかった。年度末には担当者による全件実査

及び所属長による抽出実査を行い、その記録を文書にして残すこと。 

（２）文書管理について  

ア 自動車運行日誌において、運行目的の記載漏れが見受けられた。不備のない適切な事務

処理を行うこと。 

イ 自動車運行日誌において、同じ運行区間で、日により走行距離が大きく異なっている事

例が見受けられた。運行区間の欄には、走行距離の根拠となる行先を詳細に記載すること。 

（３）原課契約工事について 
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    原課契約工事発注・監督・検査チェックリストにおいて、チェック漏れが見受けられた。

不備のない適切な事務処理を行うこと。 

 

【図書館】 

（１）文書管理について 

     起案文書において、四日市市文書管理規程第２８条第３項により訂正を行うことができな

いとされている事項について、訂正がなされていた。不備のない適切な事務処理を行うこと。 

    （２）原課契約工事について 

 予算執行伺において、工事前の状況が分かる資料が添付されていなかった。不備のない適

切な事務処理を行うこと。 

 

【博物館】 

（１）支出事務について  

支出命令書において、負担行為日の記載誤りが見受けられた。不備のない適切な事務処理を

行うこと。 

（２）契約事務について 

  次のとおり不適切な事例が見受けられた。不備のない適切な事務処理を行うこと。 

ア 委託契約において、外部委託等適格審査部会の必要な承認を得ず、当課において契約締結。 

イ 原課契約工事において、予算執行伺に添付すべき設計書の添付漏れ。 

(３）備品管理について 

   備品ラベルの貼付漏れが見受けられた。不備のない適切な事務処理を行うこと。 

（４）公印管理について 

    公印台帳の副本において、公印取扱責任者の更新漏れが見受けられた。不備のない適切な 

 事務処理を行うこと。 

（５）文書管理について 

    起案文書において、決裁日の記載誤りが見受けられた。不備のない適切な事務処理を行う 

  こと。 

（６）許認可等の事務について 

   許可書において、許可権者の表示が誤っている事例が見受けられた。不備のない適切な事 

  務処理を行うこと。 

 

【学校教育課】 

(１）支出事務について 

次のとおり不適切な事例が見受けられた。不備のない書類の提出を求め、受領時には十分

確認するとともに、適切な事務処理を行うこと。 

ア 請求書において、請求者である団体の代表者氏名の記載漏れ。 

イ 請求書に押印された請求者の印鑑が契約書に押印されたものと相違。 

ウ 納品書において、納品日の記載漏れ。 

（２）文書管理について 

次のとおり不適切な事例が見受けられた。不備のない適切な事務処理を行うこと。 
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 ア 決裁文書において、裏紙の使用。 

イ 文書の簿冊に付けられた表紙及び背表紙において、所定事項の記載漏れ。 

 

【人権・同和教育課】 

（１）支出事務について 

    委託業務に係る見積書及び業務完了報告書において、日付漏れが見受けられた。不備のな

い書類の提出を求め、受領時には十分確認するとともに、適切な事務処理を行うこと。 

 

【指導課】 

   特になし 

 

【教育支援課】 

（１）契約事務について 

   委託契約書において、契約期間の日付が誤っている事例が見受けられた。不備のない適切

な事務処理を行うこと。 

（２）文書管理について 

  起案文書において、鉛筆書きによる字句訂正が見受けられた。不備のない適切な事務処理

を行うこと。 

 

２ 意 見 

 

＜各課共通事項＞ 

（１）財産管理について  

工事により設置したエアコンや防犯カメラ等について、備品、工作物等、財産の分類と計

上の方法について検討し、統一したルールに基づき適切な財産管理を行うこと。 

【改善事項】 

上記対象課～【社会教育課】【教育支援課】 

(２) 原課契約工事について  

      原課契約工事発注・監督・検査チェックリストにおいて、検査時における「操作により、

安全性、機能を目視確認」の項目のチェック漏れが見受けられた。検査時に動作確認が必要

なものについては、実際に操作して安全性、機能を確認するとともに、チェックリストの確

認欄に確認結果を記載すること。                    【改善事項】 

   上記対象課～【図書館】【教育支援課】 

（３）労務管理の徹底と時間外勤務の縮減について 

前回の監査と比べると、厚生労働省の定めている過労死の労災認定基準を上回る勤務状況

が完全に解消されるなど、いくつかの所属で一定の改善が認められた。しかし、依然として

時間外勤務が年間３６０時間を超える職員が見受けられたので、所属長は、職員の時間外勤

務の原因を分析して、職員配置や業務分担の再確認等を行うこと。加えて、職員のワークラ

イフバランスを充実するため、必要に応じて時差出勤勤務制度の導入など時間外勤務適正化

に向けた取組みを行うことで時間外勤務の縮減を図ること。 【改善事項】 
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   上記対象課～【教育施設課】【社会教育課】【図書館】【博物館】【学校教育課】 

          【人権・同和教育課】【指導課】 

（４）内部事務管理について 

事務処理の基本的な部分で、いくつかの指摘事項が見受けられた。これらは、職員の業務

上の知識不足や単純なミスに加えて、所属内でのチェック・牽制体制が不十分であったこと

に大きな要因がある。所属長は、定められたルールに基づいた事務執行の意識を職員に定着

させ、日常的に確認すべき事項を定型化し確認するなど牽制体制を整備して、内部事務管理

の徹底を図ること。                          【改善事項】 

   上記対象課～【教育総務課】【教育施設課】【社会教育課】【図書館】【博物館】 

【学校教育課】【人権・同和教育課】【教育支援課】 

（５）学校づくりビジョン推進事業委託について 

 ア 各学校が作成した学校づくりビジョンの推進のために行う取組みのうち、地域の協力を得

て行う事業を、学校運営協議会や学校づくり協力者会議へ委託しているが、委託事業として

相応しくないと思われるものが見受けられる。原点に立ち返り学校づくりビジョン推進事業

として取り組むべき内容を整理し、仕様書で示すとともに、実施報告で委託内容が適切であ

るか明確に確認したうえで、事業費を精査すること。 【改善事項】 

   上記対象課～【教育総務課】【指導課】 

 イ 学校運営協議会や学校づくり協力者会議へ委託した学校づくりビジョン推進事業に係る会

計事務が学校の教職員において行われている。その会計事務において、領収書における首標

金額の訂正や立替払いなど不適切な処理が見受けられた。協議会等の会計においても本市の

会計規則を参考にするなどして適切な事務処理がなされるよう、各学校に対し指導すること。 

【改善事項】 

上記対象課～【教育総務課】【指導課】 

 

 ＜各課個別事項＞ 

 【教育総務課】 

（１）学校規模等適正化事業について 

ア 少子化が進む中、学校の小規模化等の課題に対し、検討対象地区以外の地区への説明や、

地区を越えた話し合いの仕組みの必要性について、説明しているとのことである。学校規模

等適正化は全市的な問題であり、地域間の係争とならないよう、実施前の早い時期から丁寧

に地域への説明を繰り返し行い、信頼構築に努めること。         【要望事項】 

イ 小規模校の場合には教職員数が減少することにより、部活動においても支障をきたすこと

になる。部活動を通じて、それぞれの役割を担うことや、個人がやる気や目標を持って活動

することが大事である。部活動の本来の目的に沿うような対応ができる学校運営に努めるこ

と。                                 【要望事項】 

（２）介助員・支援員の研修について 

 ア 介助員・支援員については、専門性を身に付けるための研修を行っているが、特別支援の

必要な児童に直接関わる介助員や支援員のけがが多かったとのことから、資質向上の研修に

加えて、安全対策の面での研修を教育委員会としてサポートしていくこと。 【要望事項】 

イ  介助員、支援員の身体の負担軽減のために、介護ロボットの導入も含めて健康管理ができ
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るような取組みを検討すること。                    【要望事項】 

（３）旧楠町から引き継いだ奨学資金返還金について 

   旧楠町から引き継いだ奨学資金返還金の不納欠損について、長い間所在がつかめず、所在

の判明後は時効の援用により不納欠損を行った案件があった。債権管理の部署から収納のノ

ウハウ等を参考にして、残る返還金についても将来、安易に不納欠損処理とせず、返還を原

則として取り組むこと。                        【改善事項】 

（４）財産管理について 

    県立養護学校の敷地を三重県に無償で貸し付けを行っているところであるが、無償として

いる根拠を明確に整理すること。                    【要望事項】 

（５）教職員の過度な負担の軽減について 

    どの学校現場でも教職員の負担軽減が課題となっている。今後、校務支援システムの円滑

な導入、部活動の整理、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーのさらなる活

用により、教職員が子どもと接する時間が確保できるように、教育委員会全体として取り組

むこと。                               【要望事項】 

（６）四日市こども広報発行事業について 

    小学１年生から中学３年生までを対象に、四日市の紹介記事や子どもたちの投稿記事など

を載せた「四日市こども広報」を発行している。教材や学習資料としては、学年差があるの

ですべての学年について満足することは難しいと思われるが、非常によい試みのため、各学

年でよりよく活用されるような内容になるようにしていくこと。      【要望事項】 

（７）施設別行政コスト計算書の活用について 

  ア 前回の監査時に教育委員会に係る総コストの試算について改善を求めたが、対応状況は継

続努力とのことである。施設別行政コスト計算書の内容を各学校に伝え、コストの把握、共

有に努めること。                           【改善事項】 

  イ 現在の小中学校に係る施設別行政コスト計算書には、県費で賄われている教職員の人件費

が含まれていない。より適切なコスト計算となるよう、総コストの大きな部分を占める人件

費についての情報を入手することを検討すること。            【要望事項】 

（８）補助執行に関することについて 

    教育委員会の権限に属する事務の一部を市長部局に対して補助執行させており、市長部局

からは定例会、教育委員会議において教育委員会に協議、報告を受けているとのことである。

こうした仕組みの中で、教育委員会としての意向、目的が適切に具現化するよう努力するこ

と。                                 【要望事項】 

（９）四日市市奨学会奨学金について 

  ア 任意団体である四日市市奨学会の事務を教育委員会が行っている。同会の位置づけ、在り

方を研究すること。また、保有している奨学資金用としての多額の預金は、引き続き厳重に

管理すること。                            【要望事項】 

 イ 四日市市奨学会奨学金について、一般に知られていない。ＰＲ活動をすることにより、利

用者増や制度の改善につなげていくこと。                【要望事項】 

（１０）学校プール運営委託について 

   夏休みの学校のプール運営を小学校ＰＴＡに委託している。本来的に公務という位置づけ

とのことであるが、事故が起きないようしっかりと取り組むとともに、万が一事故が起きた
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場合に、過失によってはＰＴＡの関係者に個人的責任が及ぶことから、これを課題ととらえ

て、対策について検討すること。                    【要望事項】 

 

【教育施設課】 

 （１）学校施設の維持管理等について 

ア 学校現場において教職員は、子どもへの指導、教育が第一義的な目的であり、施設の維持

管理については、財産台帳と照合できる図面を整備するなど可能な限り簡便な方法で行える

よう十分に支援を行い、引き続き適正な維持管理に努めること。      【要望事項】 

イ 空調設備の普通教室への導入はＰＦＩ方式で行われる予定であるが、既に直接施工方式で

整備した特別教室と熱源が異なる可能性があるとのことである。学校における日常点検にお

いて、混乱のないよう十分にサポートしていくこと。           【要望事項】 

 ウ 大規模改修工事の時期の近い学校においても、現に雨漏りが発生し、室内の備品等への影

響が懸念されるところがある。応急措置を行うなど、学校運営に支障が生じないよう、学校

側とも十分協議を行い、施設の維持更新に努めること。          【要望事項】 

 エ 災害用汚水槽の整備は、公共下水道への接続後の浄化槽の活用方法として有効であり、陥

没等に注意を払いながら引き続き整備を進めること。           【要望事項】 

 オ 廃止された学校の土地等の行政財産は、占有されないよう注意を払いながら引き続き適正

な管理に努めること。                         【要望事項】 

 カ 施設の満足度評価に関する児童生徒アンケートにおいては、様々な声が寄せられるものと

考えられる。小さなことでも迅速に施設整備に反映出来るものがあれば、出来る限り児童生

徒の声を反映するよう努めること。                   【要望事項】 

 キ 運動場などの除草作業は、保護者や地域の方々等の協力により行われているが、手が回り

にくくなってきている学校もある。子どもの安全面を考慮して、予算措置も含めた対応策に

ついて検討すること。                         【改善事項】 

（２）原課契約工事について 

  ア 異種の工事にもかかわらず、同一設計金額、同一契約金額の工事が複数見受けられた。疑

念を持たれることのないよう、設計から契約締結までの契約手続きをより慎重に行うこと。 

【改善事項】 

  イ 建築営繕工事は工事金額が１００万円未満、土木工事は工事金額が５０万円未満の工事が、

原課契約工事の対象となる。例えば防火水槽の撤去工事（契約金額９９３，６００円）を建

築営繕工事として原課契約するなど、その運用に疑義の残る事例が見受けられるため、改め

て考え方の整理を行ったうえで、より適切な運用を行うこと。       【改善事項】 

（３）予算流用について 

   事業間や同一事業内における節間流用が、件数、金額とも多くなされている。予算編成に

あたっては、計画時に十分に精査し、綿密な事業計画を立てることにより、的確で効率的な

予算とすること。                           【改善事項】 

（４）学校用地について 

 ア 長期にわたって敷地の多くを借用している四郷小学校に関して、更新時に売却の意向確認

を行っているとのことである。しかしながら買収には至っておらず、コスト面を考慮すると

早期に解決が求められるため、借地料の低減もあわせながら、引き続き買収に向けた取組み
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を進めること。                            【改善事項】 

 イ 国有地の借地に関しても、譲り受ける方向で進める必要があり、関係機関と絶えず接触を

図りながら、継続して取り組んでいくこと。               【要望事項】 

（５）通学路交通安全施設整備事業について 

   通学路の安全対策は市民にとって非常に関心の高いものであり、指導課所管の交通安全推

進会議に係る事業と併せて、進捗状況等の公表について検討すること。   【改善事項】 

 

【社会教育課】 

（１）関係団体の組織存廃及び通帳の取扱いについて 

平成２９年度をもって事実上使命を終了している「久留倍遺跡まつり実行委員会」につい

て、市が事務局として事務を行っているが、正式な解散手続きがとられておらず、通帳も保

管している。早急に委員会組織の存廃と通帳の取扱いについて適切な措置を講じること。 

【改善事項】 

（２）文化財の「保護から活用」への流れに対応した執行体制について 

ア 課の中で係を設置しておらず、文化財にかかる保護と活用の各業務ごとの職員の担当分け

も行っていない。文化財保護法の改正（平成３１年４月改正法施行）により、文化財を保護

するだけでなく十分な活用を図っていくことが要請されており、それに対応できるよう新し

い視点での分担を検討すること。                    【要望事項】 

イ 様々な分野や施設、現場を所管しているが、係制がないために課長を含めた分担に「めり

はり」がないように感じられる。担当者が「めりはり」を持って業務を進められる環境を整

えること。                              【要望事項】 

（３）久留倍官衙遺跡公園の防犯体制について 

公園全体がかなり広く、安全安心のため、防犯カメラの増設やカメラ作動中の表示看板等

の充実を図ること。                          【要望事項】 

（４）御池沼沢植物群落の環境保全について 

 業務委託や市民ボランティア、地元団体との協働作業により、樹木の伐採・抜根やタケの

駆除等の保全作業を行っているが、年々その時点での必要箇所について作業を行っていると

のことであり、日常的な見回りを強化し、作業の優先順位にも配慮するなど長期的な保全計

画を立てることも検討すること。                    【要望事項】 

（５）御池沼沢植物群落のＰＲについて  

御池沼沢植物群落におけるイベントの開催状況等について、ホームページ等による情報発

信をさらに充実させ、より市民に身近に感じてもらえるようＰＲに努めること。 

【要望事項】 

（６）刊行物の管理について 

市が発行する刊行物の一部について施錠のできない部屋で保管されており、また、各刊行

物の在庫管理を台帳への記録により行っているが、在庫数の実査確認を年度末にしか行って

いない。さらに、公用により他部局へ無償提供する場合、出庫の証拠となる書類が残されて

いない。在庫数の実査回数の増や提供先部局から依頼文書を徴取するなど、紛失等の防止の

ため、適切な管理方法をとること。                   【改善事項】 

（７）補助金支出に係る文書編綴について 
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補助金の交付申請、決定等の書類綴りと支出負担行為書等の財務会計書類の綴りを分けて

保管している。編綴を分ける場合には、財務会計書類の綴りに元となる補助金の交付申請、

決定等の写しを添付し、一連の流れが見えるよう文書管理を行うこと。   【改善事項】 

（８）四日市まちじゅうこども図書館事業について 

参加している店舗が市中心部に多く存在し、市域で偏りがある。他部局との連携や工夫を

行い、いろいろな地域の人が歩いて行けるような距離で親子が一緒に読書できるような環境

を充実するとともに、それぞれに配架している書籍が分かるようにホームページ等で案内す

ることを検討すること。また、本の更新について、引き続き要望の把握に努め、効果的に行

うこと。                               【要望事項】 

（９）久留倍官衙遺跡の学習プログラム作成について 

小学校６年・中学校１年を対象とした学習プログラムを作成して各学校へ配付している。

小中学校の子どもの頃から四日市に誇りに持ってもらうよい教材であるため、各学校におけ

る授業での取組状況をしっかり把握しながら今後の活用を図っていくこと。 【要望事項】 

（１０）社会教育への取組みについて 

現在、生涯学習の支援や青少年育成指導に関する業務は市長部局が所管し、社会教育課は

文化財の保存・活用等に関する業務や社会教育に関する業務の一部を所管している。生涯学

習は高齢化が進む中で非常に重要な分野であり、社会教育と重なる部分もある。本来の社会

教育のあり方を整理した上で、他部局と連携すべき分野にも積極的に取り組むこと。 

【要望事項】 

 

【図書館】 

（１）予算編成の精度について 

   図書館協議会委員報酬において、当初予算と決算の乖離が見受けられる。１年単位での任

命ということであり、職務上、報酬が不要となる委員が生じたとのことであるが、任命する

委員の予測等出来る限り分析を行い、次年度以降精度の高い効率的な予算編成に生かすこと。 

                                     【改善事項】                                                   

（２）新図書館構想について 

新図書館構想は政策推進課が担当しているが、図書館としても新図書館がよりよく充実し

たものとなるため、先進的な取組みや他市への視察、研修などにより情報収集して、立地、

構造面積、サービス等３０万都市の図書館としてあるべき姿を中心市街地拠点施設整備基本

計画策定委員会へ意見具申すること。                  【要望事項】 

（３）図書館以外での図書の返却について 

    現在は近鉄四日市駅高架下に返却ポストを設置しているが、利用者の利便性向上のため、

他の施設でも図書の返却ができないか、他市の図書館を調査し検討すること。【要望事項】 

（４）駐車場について  

    来館者用駐車場が満車の際には、隣接の民有地を駐車場として借用しているところである。

いずれも放置自動車対策、来館目的でない無断駐車を監視するためにも防犯カメラの設置等

の対策を検討すること。                        【改善事項】 

 （５）現金等の管理について 

 現金の取り扱いに際しては、遺漏のないよう複数の職員で確認し、慎重に取扱うよう再度
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徹底すること。また、拾得物として取得した図書カード等については、売却して歳入として

受け入れるなど適切に処分すること。                  【改善事項】 

（６）レファレンスサービスについて 

 ア 広報よっかいちの特集、ちゃんねるよっかいちの放送において、司書の仕事のＰＲをして 

いるところであるが、レファレンスサービスという言葉が市民に浸透していないと思われ 

る。レファレンスサービスを広めていくために小中学校や他部局、また市民他団体に対して 

周知する取組みを行うこと。                      【要望事項】 

 イ 現在の図書館のレファレンスサービスの窓口の表示について、例えば「調べもの窓口」の 

ような市民に理解しやすい表示の仕方を検討すること。          【改善事項】 

 ウ レファレンスサービスのニーズが高まっており、サービスの向上は図書館の情報の強化に 

つながるため、人員の確保と育成を行うこと。              【要望事項】 

（７）図書資料の整備について 

   市民のニーズに対応した多様な蔵書構成の整備を図っているところであるが、資料の収集 

方針に基づき、引き続き適切に選書を行うこと。また、資料の収集方針は図書館のホームペ 

ージに掲載されていないが、本市の収集の基準となるため、掲載することを検討すること。 

                  【要望事項】 

（８）図書管理システム、図書物流業務について 

 ア 現在、四日市公害と環境未来館の蔵書は、図書館では借りることができないが、新図書館 

に向けて四日市市ならではの特色を出すには、四日市公害と環境未来館が保有する専門書と

のリンクが必要である。物流やネット予約も含めて、新図書館に向けて連携すること。 

                                  【要望事項】 

  イ 小中学校、地区市民センターの蔵書に関しても、今後の課題としてシステムの共有化を

検討すること。                             【要望事項】 

（９）移動図書館の利用状況について 

   移動図書館の利用人数に偏りがないよう地域の現状を把握し、利用場所の変更も踏まえ、

より活用してもらう方法を検討すること。                【要望事項】 

(１０) 監視カメラについて 

         現在の監視カメラシステムは平成１３年度に導入したもので、技術的に陳腐化してきてい

る。安全を期するため早急に更新すること。併せて、画像データの管理も厳重に行うこと。                     

【改善事項】 

（１１）現在の図書館でのサービスについて 

   新図書館の完成までは時間がかかるため、現在の図書館を生かす必要がある。職員は、視 

察や研修に参加しているが、その成果をソフト面において速やかに反映させること。 

【要望事項】 

（１２）備品の選定について 

         平成２７年に購入したワイヤレス人数カウンターをわずか３年で廃棄処分している。購入

の際には、機器の選定に留意すること。                   【要望事項】 

 

【博物館】 

（１）館内の監視体制について 
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    館内の監視カメラについては、監視体制の適正化のため、全ての監視カメラが適切に稼働

するよう保守管理を行うとともに、必要な場所に設置されているか確認すること。併せて、

画像データの管理も厳重に行うこと。                  【改善事項】 

 （２）移動天文車について 

    平成８年度に取得した移動天文車について、部品の交換などを行いその性能を維持してき

ているが、既に２０年以上使用していることから、その更新について検討すること。 

【要望事項】 

（３）契約事務について 

    単独随意契約に係る予算執行伺において、当該相手方でないと契約できない理由が記載さ

れていない事例が見受けられた。当該理由を明確に記載すること。     【改善事項】 

 （４）自動車運行日誌について 

    車検にあたって、業者による車両の引取りと納車が行われたため、職員は運転しなかった

にもかかわらず、その日の自動車運行日誌において、運転者欄に職員の氏名が記載されてい

た。誤解を与えるような記載とならないよう記載方法を工夫し、車両の運行状況に係る正確

な記載とすること。                          【改善事項】 

（５）学芸員の増員について 

    資料の収集・保管や調査研究だけでなく、収蔵資料のデジタル化や魅力的な企画による展

示を十分に行っていくためには、学芸員の数が不足しているものと思われる。計画的に学芸

員の採用と養成を行っていくため、人事当局に対し、適切な資料をもって増員要求を行うこ

と。                                 【改善事項】 

 （６）内部事務管理について 

    当所属は、交代勤務体制をとっているため、全職員が揃うことは難しく、それが原因と思

われるミスも発生している。所属内での適切なチェック・牽制体制を確保するため、決裁の

手順を再構築してミスの発生防止を図ること。加えて、年２回行うこととされている「会計

事務自己検査」などの事後的なチェックにより、補完できるようにすること。【改善事項】 

 （７）展覧会やプラネタリウムの企画について 

  ア 展覧会やプラネタリウムの企画に係る事業費は、どの企画においてもおよそ同額となって

いる。より多くの人が展覧会やプラネタリウムに足を運んでくれるような取組みとして、来

館者のニーズをしっかり把握したうえで、例えば、周年事業で行う企画については、他の企

画と比べて多くの事業費をかけるといったメリハリをつけることにより特徴的な企画とする

ことも検討すること。                         【要望事項】 

  イ 展覧会の企画にあたっては、開催に係る負担金などの費用と観覧料などの収入とを比較分

析して、取り組んでいるとのことであるが、収支に余りにも大きな乖離が生じることは好ま

しくないと思われる。引き続き経営感覚を持って、他の博物館の先進事例や来館者へのアン

ケートなどを活用して、魅力的な企画を展開していくこと。        【要望事項】 

 （８）博物館のＰＲについて 

  ア 毎週土曜日に午後７時３０分までの夜間開館を行っている。夜間開館については、とりわ

け若い人達にとっては魅力的な場所となっているものと思われるため、現在行っているデジ

タルサイネージなどを使った広報に加えて、様々なメディアを活用することにより広報を強

化し、来館者の増加につなげること。                  【改善事項】 
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  イ 市内だけでなく市外からも多くの来館者を呼び込めるよう、様々な視点をもって魅力ある

展覧会やプラネタリウム番組等を企画制作するとともに、人の心をくすぐるようなキャッチ

フレーズを付けるなど、いろいろな手法を検討して、目を引くような広報に努めること。併

せて、企画の段階からマスコミを効果的に利用することを検討すること。  【改善事項】 

 （９）収蔵資料について 

    収蔵庫内に保管している様々な資料について厳選することを検討したうえで、展示するた

めの資料と予備として保管しておく資料とを仕分けして管理するスマートな方法について研

究して、収蔵資料の充実を図ること。その際、必要であれば、新しい保管場所の確保などに

ついても検討すること。                        【要望事項】 

（１０）ミュージアムショップについて 

    付加価値の高いオリジナルグッズを販売したり、来館者がショップに自然に足を運びたく

なるような仕掛けを設けたりして、リピーターの確保と更なる商品の売上の向上に努めるこ

と。                                 【要望事項】 

 （１１）天文ボランティアについて 

    天文教育の普及のため、天文ボランティアに観望会やイベント等で活動してもらっている。

予算面の充実も図るなどして、ボランティアの人が今まで以上に活動しやすくなるような環

境づくりに取り組んでいくこと。                    【要望事項】 

 （１２）予算編成の精度について 

  歳入及び歳出の双方において、当初予算と決算の乖離が大きいものが見受けられる。予算

編成にあたっては、計画時に十分に精査し、綿密な事業計画を立てることにより、的確で効

率的な予算とすること。                        【改善事項】 

 

【学校教育課】 

（１）ＰＴＡ等の団体に係る会計の管理について 

    ＰＴＡ等の団体に係る預金通帳と印鑑について、本来は団体において管理するのが望まし

いが、団体から委任され学校で管理している場合が多く見受けられる。学校に委任された場

合には、事故の防止を図るため、原則として預金通帳と印鑑は別々に学校と団体で管理する

など、団体と協議して委任内容を書面で取り交わし、管理責任を明確にするといった共通の

方向性を定め、各学校に対し指導すること。               【改善事項】 

（２）許認可等の事務について  

    総申請数の約７割に相当する数の許可処分が標準処理期間を経過した後になされていたも

のがあった。これまでの事務処理状況を見直すことによってその原因を突き止め、迅速な事

務処理に努めること。許可の性質上、処理期間にばらつきがあり、期間の経過がやむを得な

いものがあるときは、申請を類型化し、類型ごとに複数の標準処理期間を定めるなどの工夫

をすることによって、適切な標準処理期間の設定を行うこと。       【改善事項】  

 （３）就学援助について 

    経済的理由によって就学困難と認められる児童生徒の保護者に対して必要な援助として援

助費を交付している。引き続きこの制度を広く周知して保護者が必要な援助を受けられるよ

うにするとともに、手続にあたっては丁寧な説明及び対応に心掛けること。 【要望事項】 

 （４）学区外及び区域外からの通学の許可について 
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    学区外又は区域外の学校への通学を希望する者に対して、一定の要件を満たす場合には、

その通学を許可している。許可にあたり、保護者からの申請を受けているが、この申請内容

から児童生徒や保護者の状況を把握することができる。この許可事務を処理するにあたって

は、申請内容から把握した児童生徒や保護者の情報を丁寧かつ慎重に取り扱い、必要があれ

ば関係課と連携するなどして、引き続き児童生徒の教育に活かしていくこと。 

【改善事項】 

（５）学校三師に係る表記について 

    学校医、学校歯科医及び学校薬剤師に係る表記方法について、「学校三師」と表記したり

「学校医等」と表記したり、統一されていない。表記の統一化に向けた取組みを始めること。 

【改善事項】 

（６）学校運営について 

    施設別行政コスト計算書を活用して他市との比較を試みたり、可能であれば県費負担教職

員の人件費も把握したりするなどして運営に係る様々な情報を取得したうえで、そのような

情報を各学校に提供するとともに、それを基に指導することにより、今まで以上に効率的で

効果的な学校運営を行っていくこと。                  【改善事項】 

（７）学校教育アシスト事業について 

    基礎学力の向上等を目指した少人数指導の充実を図るため、全ての小中学校に非常勤講師

を配置している。この事業に対しては学校現場から非常に効果があるとの声があり、必要に

応じて講師を増員して、少人数教育の更なる充実を図ること。また、講師の増員にあたって

は講師不足が懸念されるが、引き続きこの事業の意義を広報宣伝して、人材の確保に努める

こと。                                【要望事項】 

 （８）学校図書館の図書について 

  ア 学校図書館には、古くなって傷んでいる図書も存在しているので、計画的に図書の更新を

行うこと。そのうえで、文部科学省が目標として定めた学級数に応じて整備すべき蔵書の標

準（以下「学校図書館図書標準」という。）を満たすとともに、児童生徒の声にも配慮した

学校図書館となるよう整備を行っていくこと。              【改善事項】 

  イ 学校図書館の蔵書数が、学校図書館図書標準を満たしていない学校が小学校において５校、

中学校において８校ある。これらの学校に対する予算の確保を重点的に行い、学校間におけ

る格差が生じないよう、早急に公平な図書環境の整備を図ること。     【改善事項】 

 （９）給食調理業務の委託について 

    小学校給食調理業務について、３８校中１３校において民間委託を実施している。引き続

き、委託業務の内容を精査し、給食の安定的な供給を確保するとともに、調理業務の効率化

を図っていくこと。                          【要望事項】 

  

 【人権・同和教育課】 

（１）学校人権教育リーダー育成研修事業について 

    学校における人権教育の核となるリーダーの育成を目的に実施しているが、受講者が所属

校等へ適切にフィードバックされているか各校の実施状況を検証し、引き続き事業を推進し、

新たなリーダーの育成に努めること。                  【要望事項】 

（２）人権教育推進校指定事業について 
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    人権教育カリキュラム等の研究を進めるため、希望する小中学校を対象に毎年１０校指定

している。市内で偏りが生じることがないよう、全ての学校が公平に実施できるような調整

を行うこと。子どもの人権意識を醸成するためには、教員自らの人権意識の向上が大切であ

り、研究の成果を全校へフィードバックする仕組みについても検討すること。 

【要望事項】 

（３）自己実現支援事業について 

    学習環境の厳しい子どもたちの課題解決に向けて、退職教員や地域住民の協力により、自

主学習支援等を行っている。退職教員は地域における貴重な人材であり、人材バンクなど市

内全域で活用できるような工夫を行うこと。               【要望事項】 

（４）学校支援地域本部推進事業について 

    平成３２年度以降の実施については、現時点では未確定とのことである。時機を逸するこ

とのないよう、国、県の動向を注視しながら、本市におけるこれまでの事業を総括し、事業

の目的を明確にしながら、継続して検討を行っていくこと。        【要望事項】 

（５）四日市人権・同和教育研究会事業費補助金について 

    四日市人権・同和教育研究会に対して、事業費補助として毎年１２０万円の補助金を支出

しているが、透明性の確保のためにも、何にどう使われているのか市民にわかり易く説明で

きるように取り組んで行くこと。                    【要望事項】 

（６）人員配置について 

    全職員が当所属の勤続年数３年未満となっている。過去の配属先などから地域の実情に通

じた職員が多く配属されているとのことであるが、引き続き事業の継続性に配慮しながら取

り組んで行くこと。                          【要望事項】 

 （７）財産管理について 

    神前相撲場の法面修復など保有する財産の修繕については、ひび割れ等修繕箇所が発生し

てから対応するよりも、日常の点検を十分に行ったうえで、計画的に進めていくこと。 

【要望事項】 

 

    当課の業務は、投資効果の見えにくい施策でもあるが、豊かな人間性を育てていくうえで、

非常に重要であると評価している。引き続き努力して、心豊かな四日市の子どもたちを育て、

また人権教育の経験の少ない教師の寄りどころともなっていくことを期待する。 

 

 【指導課】 

 （１）学びの一体化推進事業について 

    幼稚園・こども園・保育園・小学校・中学校が連携を密にし、一貫性・系統性のある教育

を推進するため、「学びの一体化」に取り組んでいる。１中学校区を「教育実践研究推進校

区」に指定し問題解決能力向上のための授業づくりについて研究しているが、そこでの研究

結果について他校へのフィードバックを強化すること。また、「学びの一体化」の取組みは

学校間だけでなく地域にも多面的に広げていくこと。 【要望事項】 

 （２）学校図書館いきいき推進事業について 

    図書館司書を市内全小中学校６０校に年間平均約４８日派遣し、図書館環境整備だけでな

く、図書館司書による授業の支援を行っている。学校現場からの意見や要望等も考慮し、派
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遣日数を増やすなど充実に努めること。 【要望事項】 

 （３）スクールカウンセラーの配置について 

    スクールカウンセラーについて、国・県費で配置されていない小学校に市費で配置するこ

とで、本市ではすべての小学校での配置が実現しているが、国・県費による配置校は市費に

よる配置校に比べ配置週数が少ない点が課題である。 

国・県費ですべての小学校に市費と同じ基準でスクールカウンセラーが配置されるよう、

引き続き国や県に対し働きかけを行うとともに、今後も足りない部分は市費で補えるよう財

政課と調整を行い、全小学校で継続的に充実した体制がとれるよう努めること。 

 【要望事項】 

 （４）スクールソーシャルワーカーの確保について 

    児童生徒が抱える家庭に起因する福祉的な課題について、学校や行政、地域や家庭との連

携・仲介・調整を行いつつ解決を図るために、スクールソーシャルワーカーを対象校や家庭

に派遣しているが、人材確保が課題となっている。学校への計画的な派遣に支障のないよう、

人材確保や人材育成の取組みについて検討を行うこと。 【要望事項】 

 （５）いじめ等対策について  

  ア 指導課ではいじめや体罰に関する児童生徒及び保護者の相談に対応するため、電話相談、

メール相談、いじめ相談室における対面相談を実施している。これらの相談窓口について、

引き続き市のホームページへの掲載などで周知するとともに、学校で児童生徒及び保護者と

面談する際に教員から直接伝えるなど、いじめ相談の窓口の存在が確実に知られるように努

めること。 

    また、これらのいじめ相談については職員２名で対応しているが、相談件数に対して現在

の体制が適当かどうかあらためて確認を行い、相談体制の充実を図っていくこと。 

 【要望事項】 

  イ いじめや不登校については、早期発見・早期対応が重要である。Ｑ－Ｕ調査やいじめ調査

により早期発見につなげているとのことだが、これらの調査だけでは把握しきれない部分も

あると思われるため、学校現場で把握・対応が確実にできるよう、教員の資質の向上に取り

組み、１００％の解決を目指すこと。 【要望事項】 

  ウ 児童生徒のインターネットにかかわるトラブルは増加傾向にあるため、ネットモラルの教

育について、学校や他部局と連携し一体となって取組みを強化すること。 【要望事項】 

 （６）小学校の英語教育について 

    小学校英語実践推進校を１２校指定し、小学校の英語指導体制のモデル的な役割を担わせ

ている。公平性の観点から、推進校と同様の取組みを全ての小学校に広げること。 

 【要望事項】 

 （７）開かれた学校づくり推進事業費について 

    重要度に比べて予算額が少ない上に不用額が生じている。この事業の成果をより出せるよ

う事業内容を工夫した上で、さらに予算の確保に努めること。 【要望事項】 

 

【教育支援課】 

（１）特別支援教育・相談事業について  

子ども、保護者等から来所を受けての教育相談事業を行っているが、相談の内容などによ
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り類型化して、案件に応じ、対応方法や教育委員会関係課、関係機関等との連携先の情報を

学校現場と情報共有し、学校現場が戸惑わないようにすること。      【要望事項】 

（２）任意団体の通帳等の管理について 

三泗教育研修運営委員会などの任意団体の預金通帳を保管しており、資金及び入出金の管

理について第三者にも説明できるよう、適切に経理を行うこと。      【改善事項】 

（３）校務支援システムの導入について  

ア システムの導入を図り校務の情報化を進めることにより、教職員の業務負担の軽減に取り

組んでおり、その取組みの推進などにより、教職員が児童生徒と向き合う時間を確保できる

環境づくりに配慮していくこと。                    【要望事項】 

 イ システム導入にあたっては、個人情報の適正な取扱い、正確な事務処理を維持できるよう、

計画的な移行と手厚い研修体制をとること。また、導入による業務負担の軽減効果について

しっかり分析を行うこと。                       【要望事項】 

（４）不登校児童生徒に対する対応、対策について  

いじめ等に起因する不登校児童生徒の適応指導について、引き続き指導課と連携を密にし

た取組みを継続し、早期対応がとれるよう、縦割りの弊害のない体制をとること。 

【要望事項】 

（５）特別支援教育の推進体制について  

特別支援教育に関する研修回数の増加を図るなど、研修体制をさらに充実させること。ま

た、研修を受けたキーパーソンが所属の学校全ての教員に研修内容をしっかりフィードバッ

クできるよう、学校ごとの取組内容を把握して模範的なものについて、具体的なミニ研修や

ケース会議のやり方などを具体的に示すなど、各学校への支援をしっかり行うこと。 

【要望事項】 

（６）相談支援ファイルの充実について  

相談支援ファイルは、子どもたちの発達特性や保護者の要請に応じた教育的支援を行って

いくために有効であり、放課後デイサービスなどの福祉サービスを受ける際にもきめ細かい

対応が期待できる。しかし、特別支援学級や通級指導の対象でない場合は、相談支援ファイ

ルが作成されていない場合もあるので、教育と福祉のそれぞれの情報の連携が必要となる児

童生徒には、同ファイルを作成することにより福祉との連携や卒業後も役立つよう工夫して

いくこと。                              【要望事項】 

（７）タブレット端末の導入について  

中学校の特別支援教育において、タブレット端末が導入、活用されており、小学校へも導

入予定とのことであるが、特別支援教育への導入効果もあるようなので、全国の事例等の研

究を進めること。                           【要望事項】 

（８）インターネットを背景としたいじめ対策について  

楠中学校では、校長自らが生徒に講義をしていじめ防止を訴えている。このような学校独

自で行われているよい取組みについて、各学校へそれらの取組みを紹介し、拡大を図ること。 

【要望事項】 

（９）不登校への対応について  

不登校の児童生徒は全般的に増加の傾向にあり、臨床心理士の確保やソフト面の充実に力

を入れて取り組むこと。                        【要望事項】 
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 （１０）授業づくりガイドブックの活用推進について  

児童生徒の問題解決能力を向上させるため、授業づくりガイドブックを作成し、各教員に

配付してその活用を推進している。教員の授業力向上に寄与していると考えられるので、こ

の事業の深度を深めていくこと。                    【要望事項】 

 


